
平成™˜年 月˜—日 木曜日 第œ˜œš号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
五
日
開
催
予
定
の

定
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
定
款
変
更
決
議
案
に
つ
い
て

承
認
を
得
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
同
総
会
の
翌
日
を
効

力
発
生
日
と
し
て
、
株
券
を
発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め

を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
当
社
の
株

券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

大
阪
府
堺
市
美
原
区
丹
上
二
六
三
番
地

株
式
会
社
を
く
だ
屋
技
研

取
締
役
社
長

林

正
善

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

福
岡
市
南
区
塩
原
四
丁
目
七
番
九
e

三
〇
一
号

株
式
会
社
ミ
ネ
シ
ゲ

代
表
取
締
役

峯
重

ミ
ヱ

株
式
譲
渡
制
限
設
定
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る

方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
一
年
十
月
十
三
日

ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

岩
手
県
花
巻
市
二
枚
橋
第
五
地
割
三
六
七
番
地

花
巻
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

及
川

徳
雄

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
内
山

太
郎
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。平

成
二
十
一
年
九
月
十
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
二
番
三
号
富
士

ビ
ル
六
階

ア
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
プ
・

ナ
ン
バ
ー
ツ
ー

日
本
に
お
け
る
代
表
者

内
山

太
郎

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
高
橋
敦

史
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
三
番
一
号
城
山
ト
ラ

ス
ト
タ
ワ
ー
二
七
階

エ
ー
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ク

日
本
に
お
け
る
代
表
者

高
橋

敦
史

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
中
村
富

貴
子
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。平

成
二
十
一
年
九
月
十
日

東
京
都
練
馬
区
石
神
井
台
一
丁
目
九
番
一
七
号

マ
ハ
ロ
ス
テ
ッ
プ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

日
本
に
お
け
る
代
表
者

中
村
富
貴
子

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
崔
昌
燮

が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
二
番
一
一
号

エ
ル
ジ
ー
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
株
式

会
社

日
本
に
お
け
る
代
表
者

崔

昌

燮

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
志
田
哲

夫
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。平

成
二
十
一
年
九
月
十
日

京
都
府
京
都
市
東
山
区
本
町
八
丁
目
六
二
番
地

エ
ヌ
・
エ
ム
・
ユ
ー
ア
セ
ッ
ト
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
コ
ー
プ日

本
に
お
け
る
代
表
者

志
田

哲
夫

限
定
承
認
公
告

本
籍
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
三
丁
目
七

番
、
最
後
の
住
所
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ

谷
三
丁
目
七
番
二
号
二
〇
四

被
相
続
人

亡

北
山

勲

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
五
月
八
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
五
日
さ
い
た
ま
家

庭
裁
判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債

権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
三
丁
目
七
番

二
号
二
〇
四

相
続
財
産
管
理
人

北
山

雄
一

限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
墨
田
区
墨
田
三
丁
目
八
三
番
地
、
最
後

の
住
所
東
京
都
G
飾
区
東
立
石
二
丁
目
一
二
番
七
号

被
相
続
人

亡

原
田

明
夫

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
年
十
二
月
四
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日
東
京
家
庭
裁

判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者

及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

東
京
都
G
飾
区
東
立
石
二
丁
目
一
二
番
七
号

相
続
財
産
管
理
人

原
田

広
美

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
丁
目
三
番
一
九
号
銀
座
深

田
ビ
ル
五
階

代
理
人
弁
護
士

佐
藤

隆
昭

限
定
承
認
公
告

本
籍
福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町
勝
山
長
川
二
九
二
番

地
、
最
後
の
住
所
福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町
勝
山
黒

田
一
七
〇
〇
番
地
一

被
相
続
人

亡

津
川

弘

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
五
月
三
十
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日
福
岡
家
庭

裁
判
所
行
橋
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

名
古
屋
市
天
白
区
鴻
の
巣
二
丁
目
一
二
〇
六
番
地

ヴ
ェ
ル
・
メ
ゾ
ン
二
〇
二
号

限
定
承
認
者

渡

美
鈴

限
定
承
認
公
告

本
籍
三
重
県
三
重
郡
菰
野
町
大
字
菰
野
八
四
七
五
番

地
二
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

南
川

克
秀

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
年
十
月
二
十
五
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
四
月
八
日
津
家
庭
裁
判
所

四
日
市
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続

債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

三
重
県
三
重
郡
菰
野
町
大
字
菰
野
八
四
七
五
番
地

二

相
続
財
産
管
理
人

南
川

輝
子

第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
十
三
日
を
も
っ
て
第
二

種
金
融
商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
第
二
種
金
融
商
品
取
引

業
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算

に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要

と
す
る
顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
二
番
三
号

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｓ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

江
Ä

純

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
係
る
事
項
の
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
五
日
予
定
の
取
締

役
の
決
定
に
先
立
ち
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第

一
一
〇
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
致
し
ま
す
。

一
、
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
す
る
目
的

優
先
出
資
償
却
原
資
（
特
定
資
産
の
売
却
金
、
特
定

資
産
か
ら
の
収
入
と
し
て
当
社
に
交
付
さ
れ
た
金
銭
及

び
そ
の
他
の
方
法
で
当
社
が
受
領
し
た
金
銭
か
ら
、
特

定
社
債
の
元
利
金
の
弁
済
、
積
立
金
の
積
立
て
、
そ
の

他
必
要
費
用
を
控
除
し
た
後
に
残
余
金
が
あ
る
場
合
。

以
下
同
じ
。）の
分
配
。

二
、
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
す
る
要
件

優
先
出
資
償
却
原
資
の
計
算
を
行
っ
た
結
果
、
取
締

役
が
簡
易
減
資
消
却
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判

断
し
、
そ
の
旨
決
定
し
た
こ
と
を
簡
易
減
資
消
却
の
要

件
と
す
る
。

三
、
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
す
る
時
期

優
先
出
資
償
却
原
資
が
生
じ
た
場
合
で
取
締
役
が
適

当
と
認
め
、
決
定
す
る
時
期
に
行
う
。

四
、
減
少
す
る
優
先
資
本
金
の
額

初
年
度
か
ら
の
優
先
出
資
償
却
原
資
の
累
積
額
（
但

し
、
過
去
の
利
益
配
当
金
、
過
去
の
有
償
減
資
に
よ
る

払
出
額
、
取
締
役
が
そ
の
決
定
に
よ
り
、
以
後
の
Ì
当

社
の
維
持
・
運
営
に
か
か
る
債
務
の
支
払
、
Í
各
種
積

立
金
の
積
立
て
、
Î
利
益
配
当
の
原
資
の
確
保
の
た
め

に
必
要
と
判
断
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額（
以
下「
減

資
消
却
可
能
額
」
と
い
う
。）。
な
お
、
減
資
消
却
可
能

額
が
五
〇
、
〇
〇
〇
円
の
整
数
倍
と
な
ら
な
い
場
合
に

は
直
近
の
五
〇
、
〇
〇
〇
円
の
整
数
倍
の
金
額
ま
で
切

り
下
げ
る
。）を
上
限
と
し
て
計
算
し
た
金
四
一
、
四
五

〇
、
〇
〇
〇
円
。

五
、
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
お
い
て
消
却
す
る
優
先

出
資
の
種
類
及
び
口
数

当
社
は
二
種
類
の
優
先
出
資
を
発
行
し
て
お
り
、
い

ず
れ
の
優
先
出
資
も
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
お
い

て
消
却
す
る
対
象
と
な
る
。

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
お
い
て
消
却
す
る
優
先

出
資
の
口
数
は
八
二
九
口
で
あ
る
。
Ａ
号
優
先
出
資
に

つ
い
て
は
四
二
二
口
、
Ｂ
号
優
先
出
資
に
つ
い
て
は
四

〇
七
口
を
消
却
す
る
。
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